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【西公園 除草・清掃】

※貴所属ｸﾗﾌﾞ：東，西，南 A,南 B，北
JR 西宮名塩駅付近より高台の東山台中心部へ
『斜行エレベーター』で約 60m の高低差を上る

(全紙面：敬称略）

第３０３号 東山台老人クラブ連合会

連合会

2024 年 １０月号

健康・友愛・奉仕の精神を基本に、高齢者社会の中で役立つ生甲斐づくりを目指す
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９月度（９月２０日）ナシオンクラブ役員・理事会』
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サークル活動報告
【コーラス部(童謡と唱歌の会)活動レポート】

コーラス部は平成11年発足以来、今年で25年目になりま

す。発足当時からずっと、佐々木昭子先生と江藤敦子先生

に指導していただいています。現在、部員は60代から90代

までの男女 16 名です。毎月第 2土曜日、午後 1時半から約

1時間、ナシオンホールで活動しています。

毎月の活動は、まず、季節の歌を思い出しながら歌うこ

とから始まります。江藤先生の軽

やかな伴奏のもと、佐々木先生の素敵な声に導かれ、空で歌

ったり、ハミングしたり・・・。出にくかった声もスムーズ

に出始めると、いつの間にか心も軽く、歌の世界に入ってい

きます。

懐かしい唱歌、童謡を中心に、よく知られた流行歌など幅

広く歌います。時には歌に合わせて手遊びや体操、クイズ等も

まじえ、楽しく指導していただくので、歌うのは苦手という人にもお勧めです。

月毎の「ハッピーバースデータイム」も、ほっこりするひとときです。誕生日月の部員のリク

エスト曲を、皆で心をこめて歌い、お祝いします。

また、4月のお花見会の時には、満開の桜の下でナシオンクラブの皆さんと共に大合唱（？）

をするのも楽しい活動のひとつです。

近年は、楽しんで歌うことが免疫力アップや認知

症予防など、健康に役立つこともわかってきました。

素晴らしいことですね。

「楽しく歌って元気になる」をモットーに和気あ

いあいと活動していますので、歌の好きな方はもち

ろん、苦手という方もぜひ一度見学に来てください。

お待ちしています。

コーラス部：玉森哲子

活動状況ー１

2024.4.5. 花見会場での発表活動
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【友愛訪問を実施】
我がナシオンクラブでは、例年通り『敬老の日』に先立って 9/14(金)に友愛訪問を実施した。

右下に示すように、ナシオンクラブでは独居の方が１３名、長寿の方が３８名の計５１名を訪問
し、長寿を祝って菓子のプレゼントを行なった。
その中で、当ナシオンクラブでの最高齢者は男性で 95 才(２人)、女性では 94 才(2 人）である。
一方、国内での最高齢者は、
大阪生まれで兵庫県の芦屋
に住む女性で116才であり、
世界一の最高齢者にもあた
る。 ( 広報部 )

１０月の行事予定 Dr 浜本の健康一口メモ

名塩講座（合同）
日時：１０月４日(金)９：３０～
場所：塩瀬公民館
内容：認知ｻﾎﾟｰﾀｰ養成講座
講師：ｷｬﾗﾊﾞﾝ･ﾒｲﾄ 村上昌子

ウォーキング部
日時：１０月３日(木)８：３０～
集合：JR 西宮名塩駅
行先：桜ノ宮～毛馬水門～天満橋
担当：南 A 山本（61-2023)

ハイキング部（合同）
日時：10 月５日(土)1０：００～
集合：JR 西宮名塩駅
行先：あいあいﾊﾟｰｸ山本
担当：中田 蕃（61-3251)

※青春 18 きっぷ部(12 月予定)
日時：12 月 17 日(日)７：１０～
集合：JR 西宮名塩駅
行先：岐阜歴史博物館
参加費：3,500 円（当日徴収）
ﾊﾞｽ代・岐阜城入場・昼食別

新型コロナワクチン（定期接種）

＜No.196 2024 年 10 月＞

新型コロナウイルス感染症が「5類感染症」に移行され

てから 1年以上が経過しましたが、今年の夏も再び感染拡

大が起こり「第 11 波」となり、8月中旬にピークを迎え、

現在減少傾向です。今年の夏は、感染対策が緩やかにな

り、多くの感染症が流行しました。子供の間では溶連菌感

染症、手足口病、咽頭結膜熱（プール熱）、RS ウイルス感

染症、マイコプラズマなど、一部成人や高齢者にも感染拡

大を認めました。新型コロナウイルス感染症は最近では夏

と冬にピークがあります。冬にはインフルエンザの流行も

予想されます。共通の感染対策としては、手洗い・マスク

・換気となります。最も効果的な対策はワクチンです。新

型コロナワクチンを含め、どのワクチンにも副反応があり

ます。新型コロナワクチンの入院予防効果は 40-70％と報

告されています。65歳以上の方の新型コロナワクチンは 10

月から有料の定期接種（予定 3,260 円）となりました（65

歳未満の方は有料の任意接種）。当院でも昨年同様、予約

で接種する予定です。

ことぶき号バス研修旅行
日時：10 月 10 日(木)
集合：郵便局前8:10,小学前8:20
出発：東山台小学校 8:30
会費：3,000/一人
行先：丹波篠山方面
幹事：三宅茂（090-3167-9445)
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みんなの広場 『手のひらいっぱい“ ほたるぶくろ ”』

東山台の花を見つけに、春にタラの芽やコゴミの山菜を求めて走り回っ
た野山に、夏の花達を探しに出かけました。帽子をかぶりハサミを持って
秘密の土手へ行くと、そこはホタルブクロ・ノゲシ・チガヤ・ノカンゾウ
をよく見かける場所ですが、今は丈の高い緑に覆われていました。

少し足を進めるとブタクサに埋もれて色が白っ
ぽくなったホタルブクロが土手一面に咲いていま
した。夏の初めには紫の濃かったこの花も、厳し
い太陽の光と雑草の繁殖で余り目立たない色には
なっていましたが、それが又優しくて素敵です。

昔の子供達は、つかまえた蛍をこの花の袋に入
れ、口元を押さえて持って帰ったそうです。
花を透かす青白い光、チョウチン花と言う方言もそんな遊びから生まれ
たのかもしれません。うつむいて咲く花の中央には、先の膨らんだ雌しべ
が垂れて、まさに教会の鐘のようです。

土手のはずれには、同じキキョウ科のツリガネニ
ンジンが風とダンスをしています。
片手に握れるだけの花たちを持ち、傍に流れる水でタオルを濡らして切

り口を包んでそっと籠に入れました。夏色のエノコロクサと色どりにキク
イモを一枝入れましょう。

花でいっぱいの籠を持って河原を行くと、遠くに点々と紅色が続いてい
ます。
夏の陽ざしの強さと明るさを競っているかのように、あたり一面に咲く

ムシトリナデシコでした。

草いきれにむせて花を探していると、草たちの緑に夏の陽ざしが照り返
してクラクラとしてくるけれど、見つけ出した色の花達は緑の中でいかに
も涼しげで、「あー、やっぱり野の花が好き！」と、思います。
我が家の近くにも、まだこんなに自然の野の花があるなんて、なんて幸せでしょう！

家に帰って竹籠に入れましょう。
籠の中には桃色・赤紫・薄紫・白・黄色が入り混じって、夏のさなかの絵ができました。

※草いきれ：夏の季語で、夏の強い日差しで草むらが蒸し暑く感じられ、植物の青臭い匂いで
満ちている状態を示す。

誓子 記


